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研究成果の概要（和文）：地域のケイパビリティを高める上で関連専門職である社会教育職、社会福祉職、医療
職との連携が欠かせない。しかし、同時に、専門職＝プロフェッションとは関連領域との違いを強調する中で成
立してきた。したがって、必要性は認識されながらも、その連携をどうつくるのか。研修システムをつくること
が課題とされてきた。
　本研究は、その課題解明を明らかにするために、スコットランドの教育職、福祉職との連携政策及び研修制度
から学ぶとともに、日本における実現の方略を明らかにするための実証的調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：The Cooperation with social education, social welfare, and medical 
professions, which are related professionals, is essential to enhance regional capabilities. 
However, at the same time, it has been established while emphasizing the difference between the 
profession and related fields. Therefore, how to create such cooperation while recognizing the 
necessity. The challenge has been to create a training system.
In order to clarify this issue, this research learned from Scotland's educational and welfare 
cooperation policies and training systems, and conducted an empirical survey to clarify the 
strategies for realization in Japan.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究を通して上記課題に関する研究を進めてきた。その成果は、髙橋満「高齢者の学習参加の意義―ケイパ
ビリティ・アプローチ適用の可能性―」等として公表してきた。A.センは国際的政策形成に大きな影響を与えて
おり、初めての本格的な教育の視点からの理論的検討であり、しかも、その中で専門職者の連携等の課題につい
て論じており、学会においても大きな影響を与える成果として評価を得ている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 地域づくりは内外の政府による政策の重要な柱の一つである．これまでの研

究としては，ユネスコや OECDなど国際機関の政策研究や，各国政府による施
策の実施と評価などが重ねられてきた． 
 こうした状況は日本でも同様である．実践や施策は重ねられているが，これを

方法的に支える理論的枠組みの解明は置き去りにされてきた．つまり，実践はあ

るが，理論が欠けているのである．本研究では，国連や OECDなどの政策評価
の分析枠組みとして注目されている A. Senのケイパビリティ論を再検討すると
ともに，具体的な地域における教育実践の評価枠組みとしてどのように活かす

ことができるのか，その解明が求められている． 
 
２．研究の目的 
「地域づくり」は，国際的にも，そして国内的にも重要な政策的課題(「地域

創生」政策)である．それは社会教育の政策的課題にもなっている．しかし，

「地域づくり」とは何か．「地域づくり」に社会教育はどのように寄与するこ

とができるのか．社会教育的アプローチの固有の課 

題と方法とはどのようなものなのか．こうした諸点は詰められた議論が行われ

ていない． 

本研究では，1「地域づくりと社会教育」の批判的・歴史的検討を踏まえ，2

「地域づくり」の焦点的理論として，コミュニティ・エンハパワーメントの理

論と「地域づくりの空間論」の検討の必要性を提起する．さらに，3『地域づ

くり』における，他の関連職種との連携のあり方を踏まえ，「地域づくり」の

社会教育的アプローチの具体的な方法論を明らかにすることに課題がある． 

 
３．研究の方法 
今年度の研究では，３つの柱を立てて共同研究を進める．課題 A「歴史・理論

研究」では，イギリス・日本の先行研究，CCD 研究の検討を進める．課題 B「健

康研究」では，地域で孤立しがちな高齢者の調査を実施し，この分析を住民参加

ですすめながら支援計画を策定する． 課題 C「高齢者のケイパビリティ向上」

では，A.Sen のケイパビリティ論を再検討するとともに，これを測定・評価する

実証的研究方法の開発に努める．とくに，学習のプロセスを解明するため，脳科

学の研究手法を取り入れつつ分析を試みる． 

内外の学会(日本社会教育学会)で成果発表する．  
 

４．研究成果 

 研究成果としては，以下のものが挙げられる． 

(1) 研究の主な成果 
この研究を通して，業績記載の通りの国際学会等での発表，論文掲載に結びつ

いた．とくに，本研究の実証部分では，絵画鑑賞における脳活動の変化を脳科学



の成果と技法を生かして行ったのは，社会科学的研究と脳科学の統合を試みた

ものとして先駆的な取り組みとなった．この成果は，専門職者の協同・連携構築

にも有用である． 
(2) 得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
記載の通り，国際学会の数本の発表を行ってきた．とくに，2023年５月のス
ペイン，イタリアでの学会での発表は多くの研究者の関心を呼び，ジンバブエの

研究者からは共同研究をすすめたい旨の連絡を受けている．また，CIVAE での
発表した論文は，組織委員会から編集する本の一つの章として開催したい旨の

要請を受けている．このようなインパクトを生み出すことができた． 
 

(3) 今後の展望 
今後の課題としては，この研究の精緻化をすすめる必要がある．とくに，高齢

者の学習としての美術館教育の意義については，より多くの被験者調査と重層

的な分析が必要である．被験者も子どもにまで広げて事例として調査・分析する

必要がある．これも今後の課題である．この分析の上に社会教育関係職員（学芸

員を含む）と他の専門職との連携・協同の構築方法をより明らかにすることがで

きる． 
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